
症例 ID：001-30-KH

額と脇の水疱状症状が一時的に悪化した後に落ち着いた成人アトピーの経過
（35 歳）

症例 ID：001-30-KH　　｜　記録日：2015 年 9 月 15 日

1. 診断・治療前経過
2008 年夏頃、額に水疱状の発疹が出始め、徐々に腋窩にも広がりました。近くの医療機関で外用薬を使用しました
が、変化が乏しく、かゆみが強くなりました。
父親の紹介で松本医院を受診され、採血後に煎じ薬と外用薬による治療を開始しました。

2. ステロイド使用歴
項目 内容
使用内容 来院前に外用薬を使用していましたが、ステロイドかどうかは不明です。
製品名 不明です。
強度 不明です。
使用期間 2008 年夏頃から受診までです。
中止時期 松本医院受診後は、煎じ薬と外用処置へ移行しました。
来院前／後 来院前に外用薬の使用歴があります。詳細は不明です。

3. 治療開始後の経過（リバウンドを含む）
時期 治療開始から 経過
2008 年夏頃 発症 額に水疱状の発疹が出始めました。
その後 悪化 同様の症状が腋窩などへ広がり、かゆみが強くなりました。
受診時 治療開始 松本医院で採血を行い、煎じ薬と外用処置を開始しました。
治療初期 一時的悪化 発疹の範囲とかゆみが強くなり、治療中止を考える時期がありま

した。
その後 回復傾向 少しずつ症状が和らぎ、皮膚状態が落ち着きました。

4. ピーク時期
ピークは、治療開始後に発疹が他の部位へ広がり、かゆみが増して、治療の継続を迷った時期です。

5. 困りごと
・水疱状の発疹が額から腋窩などへ広がりました。
・かゆみが強く、治療を中止したいと感じる時期がありました。

6. 経過のまとめ
治療開始後に発疹の範囲とかゆみが一時的に強くなりましたが、その後は少しずつ症状が和らぎ、皮膚状態が落ち着
いていきました。

本ページは、患者さんの経過を時系列で整理したものです。
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